
第２回結果まとめ

１グループ

住民の意思＝市民参加

ネガティブリスト→いらない

ポジティブリスト→いらない

ポジティブ―ネガティブ

・ポジティブ、ネガティブはなく、広く意見をとりいれる

・市民の知を出す一つの方法

・住民投票＝意思を出すのが基本、限定すべきではない、意思表明の場

・一部地域＝エゴでないか？⇒住民投票にいきつかない

・一部の地域はのぞく⇒全てネガティブ

・住民と住民とのギャップ＝具体、F15・F16、議会は、市長は決めてしまっ

た―住民投票してほしい

・署名の数、方法も問題

・なじむものとなじまないもの、線ひき

・個人の見解のちがい、地域と別の地域⇒署名による

・ネガティブはない方がいい

・議会で決まったものをまた決めなおす

・住民の意思をしめす事はいい→権限を……＝できない

・住民の声―市全体へうったえるための住民投票

・一つの団体、会社への圧力⇒住民投票なければお願いだけ

・市→ネガティブがわかりやすくなる

住民→いろいろな事を言いたい

・決め方の問題

・住民投票のお金は？いくら

・住民にとってできる体制づくり（ネガティブになりすぎ）



第２回結果まとめ

２グループ

ポジティブ ネガティブ

・ポジティブは時間がかかる

・ポジティブなら直接請求方式の方が良いの

では

・住民の方にメリットが多いのはポジティブ

では！ ・やってはダメな事を表示する

・除外事項を設けないほうが良い ①

・ネガティブの場合は５～６項目でよい

・ネガティブリストを設けている方がやりや

すい
・常設型にふさわしいものとは？！


